







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   語るべき対象は「気」と「心」，どちらも自分の
内にあるものである。







































   「心」の状態ならば言葉で伝えられそうだ。




















ている （『努力論』 岩波文庫，195 ページ）。

























































































































































































































































































































































































































































































































   ストレスに対する抵抗力を強化する方法を考
える。











　 2 ） 人生観とか哲学とか信仰により，自分の
行動の基本指針を強化しておく。
　 3 ） 自分自身を客観的に観察する習慣をつけ
ておく。
　 4 ） 世の中，いつ何が起こっても不思議でな
い。現実を受け入れる習性又は哲学を身に
つけておく。













   緑の樹木を眺める。
   深呼吸をする。
　体調に適合した料理をゆったりと食べる。
　親友との雑談を楽しむ。















































































（2004 年 4 月 26 日受付）
１　　かよいなれたる
　　　この路に
　　　春爛漫の
　　　花吹雪
　　　希望は高く
　　　この一歩
　　　しっかり踏まえ
　　　また一歩
２　　夏は太陽
　　　燦々と
　　　日焼けの顔が
　　　笑ってる
　　　体を鍛えろ
　　　汗をかけ
　　　体は大事
　　　親のもの
３　　秋空高く
　　　澄み渡る
　　　大学祭の
　　　賑わいに
　　　たこ焼きかじり
　　　語り合う　　
　　　集う楽しみ
　　　意義深し
４　　夕陽が染める
　　　冬の空
　　　窓辺に見上ぐ
　　　茜（あかね）色
　　　日の暮れ寒き
　　　教室に
　　　真理を究（きは）む
　　　姿あり
５　　発言せねば　　
　　　単位無し
　　　論文出さな
　　　単位無し
　　　マナーは必ず
　　　守るべし　
　　　そこは厳しい
　　　N先生
６　　野一色ゼミの
　　　若人は
　　　皆んなよい奴
　　　人の為
　　　社会の為の
　　　働きは
　　　人の心に
　　　残ってる
７　　壁這う蔦は
　　　夏の日も
　　　枯れ葉の後も　
　　　結ぶごと
　　　我らの友情
　　　いつまでも
　　　おい元気かと
　　　問いかける
８　　心はやさし
　　　知恵もある
　　　人生それぞれ
　　　素晴らしい
　　　しっかり歩もう
　　　我が道を
　　　また逢いましょう
　　　広い空
野一色ゼミの歌（自作 1998 年）
「気」の研究-阪南大学　共通演習からの報告-
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